






























        b.［denkｊi］電気 
（2）a.［naɾu］鳴る 
     b.［neɾu］寝る 
   （3）a. [ri'kɔ:d] (to) record (動詞) 
     b. ['rekɔ:d] (a) record (名詞) 
（4）a. LH はし 端 
     b. HL はし 箸 
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は、音韻論と音声言語処理のインターフェイスに関わる興味深い問題である。 
L1 話者を対象とした研究（Cutler 1986, Cutler and van Donselaar 2001, 
Soto-Faraco et al. 2001 など多数）では近年、母語話者が超分節音素を語彙認知に逐次
的に使用できるのかという問いに関して、言語ごとに異なった報告がなされている。一














	 第１章において研究の対象と目的を明確にした後、第 2 章では L1 及び L2 の語彙認
知における超分節音素の役割を概観し、先行研究のまとめと問題点を指摘し、本論文の
研究課題について述べた。第 3 章では、本論文の基軸となる日本語母語話者を対象とし




（実験 3）の結果を報告した。第 6 章では、第 5 章までの結果に基づいて日・中・韓母
語話者の比較から L2 語彙認知における超分節音素の役割について考察し、学習者の L1
における超分節音素の影響について考察し、第 7 章において本論文全体をまとめて、言
語教育への示唆及び今後の展望を述べた。 
	 本論文では研究方法として、Creel et al.（2006）と Shin and Speer（2009）を参考
に、実験参加者に人工言語を学習させ、学習効果を視覚世界視線計測パラダイム（Visual 
World Eye-Tracking Paradigm: Tanenhaus and Spivey-Knowlton 1995）を用いて測
定する方法を採用した。 
	 具体的には、まず日本語の自然言語にある音素を用い、モーラの出現頻度を考慮した



































日本語母語話者を対象とした実験 1 は、中国地方出身の 20 代の大学院生 8 名（男性


























刺激タイプ ターゲット コンペティター ディストラクター 
同一条件 ①アカタ	 ①アカナ	 ①エルツ	





実験 2 は中国で日本語を学んだ学習歴平均 12 ヵ月（6 ~ 18 ヵ月）の中国語（普通話）
を母語とする初級日本語学習者 31 名（男性 5 名女性 26 名）、実験 3 は韓国のソウルで
日本語を学び（JFL：Japanese as a Foreign Language）、学習歴 12 ヵ月（6 ～ 60





	 実験 2 では、日本語のアクセント聞き取りテストの正答率が 80%以下だった 3 名の
実験参加者、3 日目の再認フェーズで正答率が 90%以下だった 6 名の実験参加者、計 9






















































知に使用される能力は L2 語彙認知に影響を与えるという知見が得られた。L2 の学習
歴及び熟達度に関わらず、学習者の語彙認知に母語の韻律的特徴の影響が観察されたこ
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